
国
民
年
金
は

す
べ
て
の
人
が
加
入
し
ま
す

未加入・未納は

ありませんか ワ

凶"年金""ぷ凋む内 Lニ，，.のある~.
以同断掲のすべての人が加入村岡

の年金制度です固加入信"もの 4縄舗.

保険斜も“自に"るまで4附将前めます.

現在の魁暗闘で信すべての人

が共通の訴雌年金制調民年金かり受げま

す.0生句金や火務割合t加仇しt人"

..世.国民年金村給料に比例し

た1:0)せ年金をそれぞれの餅度から受け

るこ剛ての糊出りました.

』帥11'41.[鍋嶋 軸聞紙礎年

金、 温.，盛俊仔~q)3 つあ り .後を迎

えたと ..必わぬ司匹敵。酬になうたと

きにそ叫か勺一人一時時制 れ ま

す.

もしぷ加入であう允り、伺ヵ乃もt納
にむ司ていると、万一吋のときの保障や、.

後の乍金が受けりれ包い4ニ企1:f.ります.

Aド加入 本納の再点織をしで 《ださい。

また病気やケガ、失業""で保険"を

敏凶，ことが闘"は人にU 免除制度も

あり ますので利用してくださ L。

くわしくは市種断固民金属傘寓 (ft311

."へ.

別措 ω歳
40年間加人民

以上 亡二一三え込 未満

園長年金保険料月額9)ω門

「 一一一一一一 「
第 1号彼保険者 任意加入被保険者

時 集献酬"どの

f!!者集符

...以上のλ"と主 膨門

ヤ校生

..後退・R年金を受けて

いる人

・・泌外に趨 し̂でいるw.提
山崎捕の人

砂関勾位住荷がある印Il~J

上 山 掲 の 人

厚生年金保険共済級合からまとめて拠出
(園民年金保険科ほ納め伝くてよい〉

「
第 3号被保険者 第 2号被保険者

.，区中年金保険やJt部組合

の加入 れ 附されてい

る人

.砂市生年金保険唱"院梼lIa
の加入信

納付には便利で

確実な口座掻留を 1

市の施設見学会
日間に酬の/ll!P;:'J咽 叩 児

学しでも りL、柑への酬明めて，同

うと次のよ弓に閉会ます.

。と. "月初日町附 (近叫

阪酎 )-午後4刑 ごろ解散

0'ース .ログム→総合悩祉.ンター→.

樋市町東工場

。定 員 )00人

。得時 間道岡山ど

0・し込み "月泊四.でι世話で市..広組

公E・2根(O@llll)、a 多数の場

合繍選。

0サラリーマンの奥さん、
加入手続きはお慎みですか

腕咽民年金で Il，.ゆラ ')-"''''の奥さん

〈驚， '1畿電険lDIH!G罰百民修金の保険特を納

める必.1;1;f.， l)まぜんが、タ"リ ーマンの奥さん

としての山必要です.即断d崎町

It Gtlliいことがあり.すので却してく聞、

i~tL明
A-1、J
院
H
V〆
温
明
弔
明
白

醐 附山町一" 町山=…・-T.'・ . . 醐 111， 
NO. ~4(!) 



"ら
平城ウ

鷹陽一青山2聴きん

(帝悠山短期大学級梗)

組問める制問調直かりささ吋の叩

経由し 白盗キ新a医師.写礎実修館家良の伝統

帥町酬明的，.. 温勺て岡持で幽h ー

タします.

。とき桝2117醐〈小制的

作自白H・-半-，後4附

集将

各種策ιいイペ J ト.予定

NHK~1l脳同

ォーヲ
奈良大和路

キャンベーン

剛

山

醐

岨
伽
叫

い

l
J

-m

j
 

」
可
制
凱

で
O

M

吋

肋
能

副

主
A

即
時

一

「
1

"，-~臨良の開気の『阿古典主健闘わ qていた行

くための特別抗日日唱団しんでく山山

白書肺3月 7 日凪第 1 1l1 1i'\嗣 III，~-午後

2時.第2耐吋3時~叫

製紙公会霊能't~-"'(1f日野町〉
相醐丹

。略;00人

住."がきに住所氏名(返伺周にも)

添市 2俸の間金書いて帆 ZJl15日
までι市..箇金 r.ルチャーの，降、J係

(亨醐上畑山岡剛~.

い淘合"槍遷.

"月"ロ~畔叫"日時 3j) I1聞こわたり

制大醐キ ・バーペ吻り広げ勺れます.今

年で"凶!日えるζの..~"""ーンで俗文化
..留公、平減ウ e 夕、カ... め製いのニ大

イベント の仙伽哨し岨りMくさんです

r<わし，，"句-gliO;りで術."す】

こ地ゆ0<り捕の酬を猿'^でくださ

h 閑tのわ叫柑問先酔帽光抽 (官

邸間〉へ.

ー文化麟演会

「歴史在学ぶ

歴史に学ぶ」
鷹町一池園理代子さん〈刷園恵)

z
q
u
刊
員
み

一、
.. 

A
 

と

入

定

制

0
0
0
0
 

H月19U間後lト 2桝

史跡文化匂'"~ - (集大路 flll 
集約

醐人

t主催".き lolti新 民私"日胤にもj

を脅tて H月5固までに市.光也金

文イ刷会係押印上条町幻 4

同5醐)~多い省印刷a

e
る

場

員

H

と

と

入

定

帆

。。。。。

国
の
教
育
ロ
ン

i
i
;
z
 

f
t
t
f
fの
た

め
に
「
関

2
・2
1
と
を

?

い

ま

す

4・里

4
3佼

語

学

校

E
へ
の

;
i

:人
U

量
品
川
ιで
く

だ
さ
い

J
R
Z斜
E

i
-
-

て
い
ま
す
・

3

2
ま
l
人

μ

れ
っ
き
由
万
円
以
内
マ
遜
務

期
間
マ
高
校
娠
大
謝
野
催
予

絞
ら
ど
U
S年
以
内
、
大
学

;
5
6
2
 

V
Z
T
L
E
 

雀
?
削
教
作
資
金
融
開
跨
保
証
m
m

z
E
E
;
:
 

み
期
間
?
過
竿
マ
問
い
合
わ

i
i
s
t
 

《
内
仰
胤
町
五
一

-

g
@

8
0
4
l
v

へ・

輯
含
編
祉
セ
ン
タ
l

i
t
 

i
-
-

1
1
1
3
 

、一

手
・
4

の
敏
重
(
出
陣
創
m
v
L
C

?
H
4
?草
3
月
間

H
の
毎
週
金
曜

426

正
午

T
n
i
u
s
u
m

H
i
u
u品
土
J

回

i
l
?

人

V
E
Z
手
編
み

の
緩
ぶ
セ
ー
タ
ー
マ
申
L

2
5
1
2
氏
名

員

喜

男

E
a

ωmと
何
度
を
書
い
で

M
M泊

自
室
で
に
開
セ
ン
タ
ー
、
.
稲

作嗣も
M
4・
多
い
掛
合
は
鏑
湿
・

1
i
 

i
;ー

1
5
S
S
H
 

6
日
側
午
附
M

即時
S
正

午

マ

対
象

心
身
障
費
削
見
と
そ
の
葱

t
g
i
r
 

-
-
の
2
2・
プ

レ
ゼ
ー
を

maし
て
い

I

z
a
--

デ
4
ス
コ
パ
ラ
ダ
イ
ス

mw

と
き

7UMunω
午
後
6

時
6
8時
マ

対

象

ωoa以

上

E
f
t
-

Eし
t
i--54

E
Eは
E
で
ロ
月
6
H

ま
で
に
凋
セ
ン
タ
ー
へ
a

費
者
春
の
家

'・Jn彊
町
一
令
O
Z
丁

一

ー
‘
-
n
"
3
0
1
5
1

主

H
5
8

ロ
月
凶
日
以
閃
句
前
川
崎
か
り

円

V
由同
着

m
w
a以
J
の
人
齢
制
m

nv-aZ種
目

民

-
m
H
-
m

昔、

E
、
量

E
T

人
I
M
、
持
句
"
周
3
分
V

V
申
し
込
み

E
E住
所

氏
名
、
年
働
省
司
包
・
い
〈
祖
何

日

青

島

人

徴

金

僻

い

て

口

凡
5
H
ま
で
に

E
1

多
い
習
は

1
R
Z

は
で

tt
値観
?
?
で
も
ち
つ
き
と

サパ

U
Zン
テ
リ
ン
ク

i
i
eン

タ
1

2
量

k
u
T
f
E

i
f
i
i
 

e

，. 

と

き

ロ

凡

U
日

ω午
前

9

F
1
2
8早

Eこ

;
i
i
 

マ

E
小
学
生
と
草
盟

と
そ
の
観
mm
組
閣
人
マ
肉
穆

も
も
っ
舎
と
セ
ン
タ
ー
瑚

記

事

削

除

め

1
5
7リ

ン
グ

E
E

i

-
人
千
円
マ
取
し
治
み

往

復
は

Z
広
島
、
氏
名
、
学

宮

Z、
i
i

E
t
Rて、

uzu

ま
で
に
番
で

1
Z
2

.
セ
ン
タ

ハ
〒
醐
ロ
阪
飯

町
一一μ

一
2
0
0
0
2
9
)

ヘ
@
多
量

2
E

高
齢
者
箔
祉
の

た
め
の
陽
演
会

， 

1
2
L向

げ
て
の
続

演
吉
宗
良
市
円
補
者
会
が

占

E
E
r
k
-
-

と
息
日
3

品
主
1

眠時

マ
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

品
?
土
L
E

v
-a
a
拙
人
マ
テ
ー
マ

「
良
い
灰
内
山
民
い
績
の
見
分

i
マ
2
2
E

《
灰
鋤
V

V
問
い
合
わ
ぜ

市
島
最
逼
合
会
.
務
局
《

B

巾
役

所

n治
製
圃

Rm内
》
ヘ
。

祝日のごみ収集

"開""'"防C.，智樹脂
の臼J隊 C"，守宅るごみJ

d淑集をWゐます.

当鼠iJl:!l区区"月"白州巳

取県し...



青
少
年
男
竃
会

m

'
-
西
本
命
込
町
二

0
0

1

‘包n
7
0
3
ヲ

と

-
e
u
H
nお
H

・M
a
g

的
2
H
マ
と
こ
ろ

緒子リヲタ野外礼
M
W

t
A
i
j
E
 

一
小
ア
4
鋭
、
小
学
生

v
g
tス
マ
ス

パ

t'241、4-'
ン
ド
ん
サ
ー

ビ
ス

2

1

生

6
乎
醐
町
中
学
時

1
6予
醐

円
マ
申
し
込
み

i
E
t

時

z
i
;

z
t
q正月

円高

L
E
f
tで
に

雪

1
2
2ル
E
〈干

醐
佳
品
場
町
ヒ
一
六

E
mo

--v
へ・
多
い
聖
品

現・
教

育

情

演

会

テ

マ
は
コ
手
育
て
@
考
え

る
精
神
科
医
の
立
織
か
ら
」

zzψ
学
校
以
事
桁

2

1

1

2

 

E
係
書
官
直
の

人
た
ち
を

2
5
1
1

品
2
t

snHEω
午
後

1

U

町
郁

6
3
時
マ
さ
き

白

〈駐車咽 A-午後0:3ト 2∞B-'借金2:)'}-岬
Eコーs中央移動掴・館仁コ""移硲図・"
崎川時醐》

都
公
民
範
幸

T-!日

マ
内
奮
思
存
賦
の
揚
々
hu間

里
高
の
立
織
で
診
僚
に
め

E
z
f
i
-さ

ん
空
?
?
リ
ニ
ヲ

タ
所
長
)
を
抱
い
て
主
絞

j
i
 

慣
に
銑
ラ
て
a
・
ら
い
ま
す
マ

事

者
福
い

E

I
S
E
-
-ょ

E

2
2
字
詰

z
i
-
-
t
 

mu
み
の
り
の
軟

市
庫
協
て
ふ
れ
あ
い
感
創
傷

と
a
e
T
H
M
m
U
N・
午
前
凶

?
主
A
z
i

z
-
-
E里

町
一
八

a
v
g
t

し
い
た
け
筏

Z
U
2

2仰
の
即
売
コ
ー
ナ
ー
斬

t
z
iへ

そ
か
や
く
」

飯
の
食
べ
量
2
l
今

l

t

リ
テ
ィ

l
e
4
1

1
0か
ん
の

つ
か
ら
ど
り

21ナ
1
ス

1

e12
1
2あ
て

i

Zど
マ
飼
い

t管
局

組
合

《
官
@
S
0
3
3
v
ヘ
・

な
ら
や
ま

屋
内
温
水
ブ
ル

i
l--

r
-
5
1
4
 

-
1
0
1
3
 

士
宮
舎

喜
遍
S
B

制
実
纏
に
停
U

聞
き
eas--

企

-e
u
A
U日
同
午
前
凶

時

1
t
q
v
E
小

巾

?

そ

の

量

品

人

マ

g
fi
f
 

ム

E
E
1吉
川

E
し
吉
富

2
1

2
氏
名
字

E

Z

!

?

?

 

日
ま
で
に
岡
プ

l
f
f

場
合
凶
鋪
喝

山

4

・
い
す

2

5土
伊
之
助

言
町
て
一
向
万
円

E

自
干
リ

t
E阿

E
S
1
Eハ
dv

三

E
I
;
i

r〕
一
一
千
円

v
f
z

子
《
帝
塚
山
喧
一

T
H
V
内
}
十

万

円

マ

里

担

草

量

'm
ジ
Z

ニ
ア

ス
キ
ス
ク
ー
ル

:f幽

E次
の
よ
う

に

m
E
t

と
-
E
T

曲
家
修

3
月
4
日
開
。

6
H酬

V
と
こ
ろ
ア
手
町内

阪
ス
今
崎
《
昆
蝉
娘
養
父

av

V
定
員

小
ヤ

4
1
6軍
需
と

中
根
生
伺
人
マ
陵
局

2
H

6
乎
蝋
円
《
中
ヤ
ム
笠
同

2
乃
7

千
柵
m
w
v
v
申
し
占
句
作

市

i
!の

E

i
iい

て

u
f

HSE自へ
-E
1

4
置

が

毒

で

す

マ

問

い

合
わ

j
z

益
さ
ん

A
u
t

聞
は
官
。
1
5
0

1

復
聞
は
官
0
7
4
3
5⑥

4
8
4
6
〕ヘ
・

初
心
w
a
置
の
た
め
の

オ
リ
主
ン
テ
j
リ
ン
グ
敬
重

と

e

n

M6
M
M四
午
前
g

?

?

i

r

 

o
 

阿

L内内

L

山
陵
町
五

7
門

【術
定
寄
付
】
踏
み
み
舗
〔
極

上
田
駒
川
ケ
獅
付
〉
悔
f
し

マ

2
a
z
z四
丁
目
白

;
i
i
 

u
R
3
M亭

g
m
a
一
同
《
生
駒
市
〕

一

凶
耳
針
マ
官
後
五
品
広
袋

良
仏
ハ
丙
大
今
東
町

-
I
H
V
一

1
a市
川
泌
裂
の
掛
マ
翁
山
久

i
l
i
 

要
民
協
議
会

タ

A
U
E忠
則
)
集
合

V
舎
貧

市

2
6
gの本

4
2?の
犯
人
(
未
成
作

E
S
E同
型
自

マ

5
4
1

巾

H
1
4
国

間

マ
恥
し
込
み

1
1
2
2
 

;
1
s
 

い
で
U
月
初
日
ま
で
に
市
値
野
外

Z
Zハ

Z
Eめ福

岡
丁

u-
八

三

O
-
久
保

葉
樹
氏
fd
符

a
ψ
8
2
9
8門

書

u
a
a
?
"時
二
-

ユ
ス
ホ
ス
テ
ル
悩
舎
の

ス

牟

ス

タ

ル

と
き

ロ
月
初
日
開
も
羽
目

附
マ
L
C
こ
ろ

μw-Ae

空
長
野
県

f
)
E

a
R

小
尚
子

3
U写生
j
h中
争
当

ω

人

拘
V

費
用

3
H
7
千
円

2
1ス
2
2
2字

削
自
重

E
~苦

詰
ωが
き
で

H
m口
4

t
鳳
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

E

良
市
交
傭
〈
〒
醐
法
省
場
町
一
七

一
六
百

?
2
2
z

s?
f
i
 

t-

3 



O

予
防
撞
橿
睡
嘗
に
は
由
子
手
帳
を
お
E
れ
忽
く

0

つ
ぎ
の
と

t
T
1・

察
署
星

写
き
が
牛
乳
が
ん
の
績
修

企
き

内
容

将
官
品

・

却、

保
健
術
樽

隼
一
回
回
受
け
ま
し
ょ
う

「忌
化
」
に
つ
い
て
の
話
、

u

・
日
程

月山品

h
Tめ

連
型

〈
市

Z
Eセ

ン
タ
ー

v

Z
「寝

Iり
の
置
と

n
n
昔
日
目

ω日

j
i百
八
EE
-
-
子

午
後

2
干

4
2
ち

包
括
対
日

Z
G
Z
E」三

B
t
i量とも
午

困
)

マ
定
員

組
wtsm
aの

後
1
時
半

i
2時
也
子

人
却
人

V
T
2
2

・i
i
z
t阿

2
1
2
2
S
目立します・

1
1
U
z
--ぜ

i

H
ま
で
に
番

で

3
2

5
タ
l
へ
・

金
ン

T
へ・

多
い

里

品

漫
叫
・

| 爾一 時llll({t """ =ijU"! -Siailw1Al同 町.
乳
児
瞳
盟
相
談

-z
f
r
i
 

i
i
jす・

1
i
E
?
 

の
飽
の
事
情
で
駈
か
は
い
人
H
M

Z
量
、

-
肉

g
身
体
計
調
込
書
動
受

理
襲、

問診
、自
栄

Z場
-
日
置

〈
市
役
所
標
値
金
ン
タ

l
V

M
M
9日

M
回

目

回

目

凶

日

幻

自

en日

八
菌
室原

-R.，Rセ
ン
タ

(鏡

子氏一

IH
E
i
-

-》V
U月
8
E

隻
日
目
、両会織とも

午
前
9
時
事
t
l
日
時
学

・
問
い
合
わ
ぜ

i

包
ン
タ

l

へE

-Z
闘

E
と
品
自

上
の
女
性

-
純
金

制初
級
、

ω
a
i
T
g

f頭
が
ん

v
g
i

A

体
が
ん
検
惨
を
同
時
h
h

受
け

り
れ
る
人
い
値

下
閣
内
》
乳
が

ん

gu官
《

E
Eで

支
弘
う
》

v
maロL

E
L

生

活

Maa
E
E事
樫
野
格

再

申

し
込
み
嶋

t
ゆ
し
耐

を

;
i
 

i
i
量

i智

ン
タ

LJ
Lf
i

f丞
り

1
2
、
K
富

闘
で

E
f
--

成
人
病
間
座

『ま
2
2で

a
aを

ど

ふ

生

ag
る
か
」
を
'
l
マ
Z

リ
併
衛
生
指

amm保
健
所
で
エ
イ
ズ
の

匿
名
無
料
値
慎
重

-絹
6
ヵ
月
潟
健
康
惨
董

解
緩
鯛
飼
料
暢
露
も

・Mm・-
平
収
S
M号

4n佐
重

f
d
n望
号

1
・

H
H
M

1
日
以
降
の
区
転
入
信

そ

の
他
の
感
情
で
属

Eい
人
は

a
sm会
繍
へ
・

-
内
容

身
体
計
測

史蹄文化センヲー瞳し案内

曲水 車寄席

米朝一門会
S叫じみ米側師匠ひきい6 内W斬tfl~ t;(

るUiZt草野.情緒をおたのしみに一.

1月88(4)
午撞6時半
入場料
2200円

〈 包潰 .，・.>

鍾米朝 刊孟て"の集備J
穫後ι省 「ちし。灰荷」

笹ざこば fお医'1'J ほか
〈前売り〉

川同日脚句史路文化センター岬

j比a同'"彊所、江らま包セ J 夕 、県文

化会館でa

電話予約 (n.伺2日)は11月21Uかり

と
き

H

月
初
品
目

』
宮

E
9守山
時

半

zi
z--

Z町
V

マ
2
2と

カ
ヲ
ン
セ
リ
ン
グ
円
v
e
lu
込

み

E
訟
の

2
2で

理
-
?

1
7
1
〕へ・

肉
料
穆

言狂
鑑賞教室

12月15日ω
午前10時

大属塊茂tuiH守会が出嵐.経常の生いたち、

ありす じの解設などもは， .ります.

〈入樋制〉双澗刊

く潰 司〉怖，11伏絞AA巴
〈前鳴り>llJl2V日幽から史跡文化.ン夕 、

電お予約〈包@綱引)叫11ml日かり

主催奈良市文化振興センター

lE 

さん

4 

ごみ極量・リサイクル

ごみ説置 リサイクル4ト，
Yぺ y句一環として、小

中学生かりごみの誠質化や

省賢霞包どをテー?に Lた

ポスタ を'祭u と ζ ろ 、 仮.点の応第があ り ま L.. I~. -E-の

中から優秀f'I'lO特週JO!品、入選刊点佳作"抑 劃 まれま し仇

特還に週11tH の'"欠の子ども紅色で可九 〈軒明 。‘被験・"
く小司F生>d之研渇俊明1mみ4ff) [>小体 !:~聴 〈佐保小5
11') t>};悶司~"J'I!くあやめ池小 6 1fラ t>OiJtifi之〈富雄簿

3小"め "'守口剛健〈厳司Ii:/tlJ、6仔〉

く..室〉中村仁実《 名中 1年) "山本小貯花〈ギlrl'¥l2 

修) t>1t'・...煙突ケ丘北中2盗事) t古川明日香(働生

中3年) t>~利実的〈平峻斑呼.，均〉

キャノベー/ポスタ

く子ど もた ちの力 作 がた

は刷出んの悩

家庭の日のポスター
句Jlm3日曜日の「家庭の日Jの普及を日

術して岬仲 間副議会が小 【伸生

叫…ーを闘し ..1..1，.他'24

U-i. '1'7't!吋の岬があり H 崎県
同州咽時b<iOltt¥..L "-. 

特遣の子どもたちはつぎのとおりです.

〈小牲〉竹制空〈岬小 l刷 [> u， 

閥 抗柵副 2紛 t>);:o':OH (侠
似小川日村耐(剛、昨) t 

a.j.:!!II:介〈精卵小5if.) Tiiふ和紀(平媛

小6修〉

〈時金〉哨"刑期 11f_) I>fial 
総((草創置中2軍) t$It!l1位(京酬.)

年〉

調長開問l三11月制哨11の聞 崎 臨

聞に随示します


	国民年金はすべての人が加入します　未加入・未納はありませんか？
	市の施設見学会
	この冬、新しい奈良の再発見　奈良大和路キャンペーン
	国の教育ローン
	催し・教室
	12月　移動図書館巡回日程
	善意銀行
	スポーツ
	健康
	史跡文化センター催し案内
	子どもたちの力作がたくさん　ごみ減量・リサイクルキャンペーンポスター　家庭の日のポスター

